
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

限界突破！～雨風に打たれてボロボロになっても 
校長 藤井 一郎 

今年は天候の影響で、2日間わたっての運動会になりました。実施できるのか、できないのか、また、いつ雨が降

ってくるのかと不安な気持ちをもったなかでしたが、子どもたちは約１か月間の練習の成果を十分に発揮していた

のではなかと思います。 

運動会は、応援団の気合の入った大きな声で始まりました。各組の声や動きが一つになったエールは運動会の

スタートにふさわしいものでした。 

プログラムを雨用に変更して、４年生の「よさこい鳴子踊り」の演技が始まりました。鉢巻も勇ましく、鳴子の音が

一つになってリズムを刻む躍動感あふれる演技でした。３年生はしっかり腰を落とした姿勢が決まり、色とりどりの

花笠が運動場に高く舞いました。２年生はリズムに乗った大きな動きとニコニコの笑顔、さらにバンダナをうまく使

い、決めのポーズもばっちりでした。１年生はリズムに乗ってかわいくかっこよく元気よく、キラキラのポンポンととも

に笑顔が輝いていました。５年生は速いテンポにもかかわらずキレのある力強い演技で、踊りに向かう強い思いを

感じさせるものでした。６年生は何も持たず体一つで表現しました。力強い動き、柔らかい動き、一人の演技から二

人・・・そして全員で一つの動きを作り上げる美しさを表現していました。中盤にはコミカルなダンスで見ているもの

を巻き込む工夫もおもしろかったです。 

また、ペア学年の競技では、高学年がリードしながら練習を進めてきました。それぞれ工夫を凝らしてみんなが参

加できるように楽しめるように取り組んだようです。日ごろから、ファミリーでの清掃や集会などに取り組んでいる神

足小の強みが表れていました。 

高学年の姿を見て、「６年生ってやっぱりすごい。」「高学年になったら、リーダーをやってみたい。」と下学年があ

こがれの目で見ていました。神足小は「なりたい自分のモデルがすぐ近くにいる学校」なのだと思います。大切につ

ないでいきたいと思います。 

保護者の皆様にはこの間のご家庭での支援、当日の参観、応援あり

がとうございました。運動会での子どもたちの頑張りや運営等へのご感

想もお寄せいただけるとありがたいです。 

 

≪豊作！5３㎏の新米！！≫ 

25日（月）に、5年生が「脱穀（だっこく）」を行いました。今回も、地域の方々にお

世話になりました。 

刈り取って乾燥させていた稲穂から籾（もみ）をしごき落とす作業を「脱穀」といい

ます。普段は学校の資料室に保管している「足踏脱穀機」を使って、順番に全員が

体験しました。次に「唐箕（とうみ）」を使って、脱穀した籾とわらくずなどを風の力で

選別しました。こちらも資料室に保管しているもので、とても古くあちこち傷んでいる

のですが、ハンドルを回すと風でわらくずが飛ばされ籾が手前の口から落ちてくると

いう仕組みに、子どもたちは感心していました。 

布袋で 5袋ほどとれた籾は、さっそく精米していただ

き、約５３㎏のお米が収穫できました。この後、5年生は家

庭科の調理実習でお米を炊き試食する予定です。給食

にも一部を炊いていただけるようで、全校の子どもたちも

神足小の田んぼで収穫したお米を味わうことができそう

です。 

 

第９号        令和 6年１０月 31日 
長岡京市立神足小学校  電話 951-1034  FAX 951-5389 

http://www.kyoto-be.ne.jp/koutari-es/cms/  

校  長  藤 井  一 郎 

151 

神足小のめざす子ども像 

至誠（真面目に頑張る子） 

進取（自ら進んで取り組む子） 

敬愛（思い遣る子） 
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